
愛知県が求める
着任時の姿

〇子どもの発達の段階や成長に関わる
基礎的な知識を身に付け、児童生徒理
解の意義や重要性を理解し、一人一人
に愛情をもち積極的に関わろうとす
る。

○学習指導要領を理解し、発問や板
書、環境の構成などの基礎的な指導技
術を身に付け、指導計画に従い、実践
しようとする。

○生徒指導及びキャリア教育の意味を
理解するとともに、個や集団を指導す
るための手だてを理解し、実践しよう
とする。

○人権感覚をもつとともに、児童生徒
の個性を尊重し、個に応じた指導・支
援をする必要性を認識している。
○特別支援教育、外国人児童生徒教育
など特別な支援を必要とする児童生徒
に対する教育の基礎的な知識を身に付
けている。

○理想とする児童生徒の姿や自分自身
の姿をもち、その実現に向けて、実践
しようとする。
○学校教育の意義や教育に関する今日
的な課題などの教育に関わる情報を積
極的に得ようとしている。

○学校安全についての基礎的な知識を
身に付け、児童生徒の回りの危険を察
知し、回避したり、適切に対応したり
しようとする。

○社会人として良識ある言動をし、円
滑な人間関係をつくろうとする。

○教育公務員としての自覚をもち、社
会とのつながりを意識して行動する。
○家庭、地域、関係諸機関との連携の
重要性を理解し、積極的に関わろうと
する。

第１ステージ
教員としての基盤を固める

○児童生徒一人一人に愛情をもって接
し、児童生徒との関係の中で、心情を
捉える。
○学級・学年への帰属意識を児童生徒
に育成する姿勢をもつ。
○家庭環境などの背景も踏まえて児童
生徒を理解し、個々に応じた成長を促
そうとする。

○適切な発問や読みやすい板書、意図
的な環境の構成などの基本的な授業力
を身に付け、児童生徒の主体的な学び
を引き出す指導力を培うとともに、個
に応じた指導を行おうとする。
○児童生徒の実態を把握し、授業のね
らいを明確にして教材教具の工夫をす
るなど、事前の教材研究の大切さを理
解して授業をする。
○他の教員から学ぶなど自分の指導を
改善しようとする向上心をもつ。

○個性の伸長、社会的資質や行動力の
向上などの「生き方教育」「キャリア
教育」とも共通する視点をもって児童
生徒に対応する。
○児童生徒一人一人の課題を捉えると
ともに、保護者の思いを理解し、保護
者や他の教職員と協力しながら組織
的・継続的に児童生徒に対応する。

○個の特性や背景を把握し、適切な指
導及び必要な支援を行う。
○必要に応じて個に応じた指導の計画
を作成するとともに、合理的配慮に基
づいた指導・支援を行う。
○実践を通して、児童生徒の多様性へ
の理解を深めるとともに、多様性を生
かした教育活動を実践しようとする。

○学校教育目標を理解し、児童生徒の
実態に合わせ、学級経営や教科経営の
方針を立て、一貫性のある指導を行
う。
○学級内における良好な人間関係づく
りを行う。
○学年主任や他の教職員と協力しなが
ら学年経営に参画する。
○校内組織での自らの役割を自覚し、
計画的に自らの職務を遂行する。

○児童生徒の安心安全を第一に考え、
危険を予見するとともに対処する。
○安全や教育効果に配慮した環境を整
備し、課題について「報告・連絡・相
談」を確実に行う。

○組織の一員として、求められている
役割を理解し、同僚と協働的に物事を
進めようとする。
○他の教職員と積極的に関わり、疑問
点や悩みを相談したり、共有したりし
ながら、自己改善をすすめる。

○家庭との情報共有に努めるなど、家
庭との連携を図り、良好な関係を築
く。
○地域、関係諸機関と必要な連携を
とったり、他の教職員の助言を受けた
りしながら、適切に対処する。

愛知教育大学大学院
教育学研究科（教職大学院）

ディプロマポリシー

到達指標

○個に応じた支援の必要性を理解し、
児童生徒を理解する方法を身に付けて
いる。

○主体的な学びを引き出すために、児
童生徒の実態把握の方法を理解し、教
材・教具を工夫し授業づくりをする能
力を身に付けている。

○キャリア教育の必要性を理解し、個
性の伸長、社会的資源や行動力の向上
等を促す方法を身に付けている。

○個の特性や背景を把握し適切な指導
を行うことの必要性を理解し、多様性
を生かした教育活動の方法を身に付け
ている。

○学級経営や教科経営等の方針の立て
方を理解し、学級内の良好な人間関係
のつくり方を身に付けている。

○安全や教育効果に配慮した環境整備
の必要性を理解し、児童生徒の身の回
りの危険を察知したり回避したりでき
る適切な対処法を身に付けている。

○組織として取り組むことの必要性を
理解し、同僚と協働して物事を進める
ことのできる資質を身に付けている。

○家庭や地域社会と連携して進める教
育効果を理解し、協働して児童生徒を
育てようとする資質を身に付けてい
る。

共通科目
　カリキュラムのデザインと評価 ●
　特色ある学校カリキュラムづくりの事例研究 ●
　Society5.0に向けたAI活用のできる人材育成 ●
　アクティブ・ラーニングの授業と学習評価 ●
　道徳教育の理論と実践 ● ●
　特別支援の児童生徒理解と援助 ● ● ● ● ● ● ● ●
　生徒指導・相談活動の実践的な進め方 ● ● ● ● ● ● ●
　協働的な学校マネジメントのあり方 ●
　児童生徒をいかす学級経営のためのワークショップ ● ●
　教師の実践省察の理論と方法 ●
　学校マネジメントとリーダーシップ ● ● ● ●
　地域教育課題に関する体験プログラム開発 ● ● ●

学校マネジメントコース
　学校のリーガルマインド ● ● ● ●
　カリキュラム・マネジメントとリーダーシップの理論と実践 ● ● ● ●
　人事マネジメント ● ● ● ●
　地域協働と学校間連携 ● ● ● ●
　クライシス/リスクマネジメント ● ● ● ●
　教職員の職能開発 ● ● ● ●
　学校業務と学校財務のマネジメント ● ● ● ●
　研究・研修のデザイン ● ● ● ●
　学年・学級マネジメント ● ● ● ●

教科指導重点コース
　総合的学習のカリキュラム編成と実践 ● ● ●
　教科の目標・評価と授業研究 ● ● ●
　教材分析と授業実践開発Ａ ● ● ●
　教材分析と授業実践開発Ｂ ● ● ●
　教材分析と授業実践開発Ｃ ● ● ●
　教材分析と授業実践開発Ｄ ● ● ●
　教材開発と編成・実践開発Ａ ● ● ●
　教材開発と編成・実践開発Ｂ ● ● ●
　教材開発と編成・実践開発Ｃ ● ● ●
　教材開発と編成・実践開発Ｄ ● ● ●

児童生徒発達支援コース
　子どもの発達と援助ニーズの理解と実践 ● ● ● ● ● ● ●
　協働のための社会資源の理解と活用
　子どものことばの発達とその支援 ● ● ● ●
　生徒指導と教育臨床の理論と実践
　キャリア発達支援の理論と実践 ● ● ● ●
　子どもの支援と社会的包摂 ● ● ● ● ● ●
　学級経営の深化と発展 ● ●
　幼保小連携・持続の理論と実際 ● ● ● ● ● ● ●
　幼児理解を深める保育事例研究 ● ● ● ● ● ●
　幼児教育実践の開発と省察 ● ● ● ● ● ● ● ●
　障害児保育の理論と実践 ● ● ● ● ● ● ●
　視覚障害児童生徒の理解と支援 ● ● ● ●
　聴覚障害児童生徒の理解と支援 ● ● ● ● ● ● ●
　肢体不自由児童生徒の理解と支援 ● ● ●
　知的障害児児童生徒の理解と支援 ● ● ● ● ● ●
　発達障害児童生徒の理解と支援 ● ● ●
　特別支援教育と発達臨床 ● ● ●
　特別なニーズのある児童生徒のアセスメント ● ● ● ●
　特別なニーズのある児童生徒のソーシャル・サポート ● ● ● ● ●

愛知県教員育成指標【教諭】
指導力 マネジメント力

理論と実践を往還させ，新たな学びを
デザインすることができる力

広い視野を持ち，社会の変化に伴って生じる
現代的な課題に柔軟に対応できる力

高度な専門性を有し，幅広い分野で指導性を
発揮することができる力

組織の一員として協働関係を構築し，地域社会等との
連携を円滑に進めるためのマネジメント力



児童生徒理解 学習指導 生徒指導 多様性への支援と理解 学級経営・学年経営・学校運営 学校安全・危機管理 同僚との連携・協働 地域社会との連携・折衝 
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地域・教育課題重点コース
　次世代の教育課題と地域創生 ● ● ● ●
　多文化共生社会と日本語教育の課題
　外国人児童生徒への日本語教育の教材開発
　教科学習における日本語教育の実際
　外国人児童生徒への総合的発達支援
　保護者・地域の支援ネットワークの連携
　ユニバーサルデザインとＩＣＴ・科学ものづくり教育 ● ● ● ●
　学校教育におけるＥｄＴｅｃｈの活用 ● ● ●
　ＩＣＴを活用した授業設計と教材開発 ● ● ●
　創造性開発にむけた科学・ものづくり教育 ● ● ● ●
　ＳＴＥＡＭ人材育成のための科学・ものづくり教育 ● ● ●

附属学校教員専用科目
　公開授業のための教材研究・授業研究Ａ
　公開授業のための教材研究・授業研究Ｂ
　公開授業のための教材研究・授業研究Ｃ
　教育実習指導の理論と実践

実践研究省察科目
　課題実践研究Ⅰ ● ● ● ●
　課題実践研究Ⅱ ● ● ● ●
　課題実践研究Ⅲ ● ● ● ●
　課題実践研究Ⅳ ● ● ● ●

実習科目（現職教員向け）
　課題実践実習 ● ● ● ● ● ●
　課題実践実習Ａ ● ● ● ● ● ● ● ●
　課題実践実習Ｂ ● ● ● ● ● ● ● ●
　課題実践実習Ｃ ● ● ● ● ● ●
　特別支援教育課題実践実習 ● ● ● ● ● ●
　特別支援教育課題実践実習Ａ ● ● ● ● ● ● ● ●
　特別支援教育課題実践実習Ｂ ● ● ● ● ● ● ● ●
　特別支援教育課題実践実習Ｃ ● ● ● ● ● ●

実習科目（直進学生向け）
　教師力向上基礎実習 ● ● ● ●
　教師力向上実習Ⅰ ● ● ● ●
　教師力向上実習Ⅱ ● ● ● ● ● ● ●
　教師力向上実習Ⅲ ● ● ● ● ● ● ●
　特別支援教育教師力向上基礎実習 ● ● ● ● ●
　特別支援教育教師力向上実習Ⅰ ● ● ● ● ●
　特別支援教育教師力向上実習Ⅱ ● ● ● ● ● ● ● ●
　特別支援教育教師力向上実習Ⅲ ● ● ● ● ● ● ● ●



児童生徒理解 保健教育 生徒指導 多様性への支援と理解 健康相談 保健室経営 保健管理 学校安全・危機管理 同僚との連携・協働 保健組織活動 地域社会との連携・折衝 

愛知県が求める
着任時の姿

●子どもの発達の段階や成長に関わる
基礎的な知識を身に付け、児童生徒理
解の意義や重要性を理解し、一人一人
に愛情をもち積極的に関わろうとす
る。

○学校における保健教育に関わる基礎
的な知識や技能を身につけ、個や集団
を対象に取り組もうとする。

○生徒指導及びキャリア教育の意味を
理解するとともに、個や集団を指導す
るための手だてを理解し、実践しよう
とする。

○人権感覚をもつとともに、児童生徒
の個性を尊重し、個に応じた指導・支
援をする必要性を認識している。
○特別支援教育、外国人児童生徒教育
など特別な支援を必要とする児童生徒
に対する教育の基礎的な知識を身に付
けている。

○学校保健安全法による健康相談の位
置づけを理解し、養護教諭として対応
しようとする。

○養護教諭の役割と保健室の機能を理
解し、実践しようとする。

○救急処置、健康診断、疾病予防など
の、保健管理に関する基礎的な知識と
技術を身に付け、実践しようとする。

○学校安全についての基礎的な知識を
身に付け、児童生徒の回りの危険を察
知し、回避したり、適切に対応したり
しようとする。

○社会人として良識ある言動をし、円
滑な人間関係をつくろうとする。

○学校保健委員会など、様々な保健組
織の意義を理解し、養護教諭として積
極的に関わろうとする。

○教育公務員としての自覚をもち、社
会とのつながりを意識して行動する。
○家庭、地域、関係諸機関との連携の
重要性を理解し、積極的に関わろうと
する。

第１ステージ
教員としての基盤を固める

○児童生徒一人一人に愛情をもって接
し、児童生徒との関係の中で、心情を
捉える。
○学級・学年への帰属意識を児童生徒
に育成する姿勢をもつ。
○家庭環境などの背景も踏まえて児童
生徒を理解し、個々に応じた成長を促
そうとする。

○児童生徒の実態から健康課題を捉
え、保健指導計画の作成に参画し、実
践する。
●学習指導要領を理解し、必要に応じ
て学級担任等と連携するなど、児童生
徒の実態や科学的根拠を踏まえた保健
学習を行う。

○個性の伸長、社会的資質や行動力の
向上などの「生き方教育」「キャリア
教育」とも共通する視点をもって児童
生徒に対応する。
○児童生徒一人一人の課題を捉えると
ともに、保護者の思いを理解し、保護
者や他の教職員と協力しながら組織
的・継続的に児童生徒に対応する。

○個の特性や背景を把握し、適切な指
導及び必要な支援を行う。
○必要に応じて個に応じた指導の計画
を作成するとともに、合理的配慮に基
づいた指導・支援を行う。
○実践を通して、児童生徒の多様性へ
の理解を深めるとともに、多様性を生
かした教育活動を実践しようとする。

○健康課題の背景の把握、支援方針・
支援方法の検討、校内外の連携という
プロセスを踏まえて、児童生徒の発達
段階に応じた心身両面からの健康相談
を実施する。

○学校教育目標を理解し、保健室経営
の方針を立て、保健室経営計画を作成
し、校内の共通理解を図る。

○救急処置や疾病予防などの校内体制
に基づき、けがや疾病に対して的確に
判断し、迅速に対応する。
●健康診断や学校環境衛生の結果など
から健康課題を把握し、学校三師・関
係諸機関・保護者と連携し、適切に対
応する。

○児童生徒の安心安全を第一に考え、
危険を予見するとともに対処する。
○安全や教育効果に配慮した環境を整
備し、課題について「報告・連絡・相
談」を確実に行う。

○組織の一員として、求められている
役割を理解し、同僚と協働的に物事を
進めようとする。
○他の教職員と積極的に関わり、疑問
点や悩みを相談したり、共有したりし
ながら、自己改善をすすめる。

○保健主事とともに、教職員と連携
し、学校保健活動を進める。

○家庭との情報共有に努めるなど、家
庭との連携を図り、良好な関係を築
く。
○地域、関係諸機関と必要な連携を
とったり、他の教職員の助言を受けた
りしながら、適切に対処する。

愛知教育大学大学院
教育学研究科（教職大学院）

ディプロマポリシー

到達指標

○個に応じた支援の必要性を理解し、
児童生徒を理解する方法を身に付けて
いる。

○児童生徒の実態から健康課題を捉
え、個や集団を対象とした保健教育を
行う方法を身に付けている。

○キャリア教育の必要性を理解し、個
性の伸長、社会的資源や行動力の向上
等を促す方法を身に付けている。

○個の特性や背景を把握し適切な指導
を行うことの必要性を理解し、多様性
を生かした教育活動の方法を身に付け
ている。

○児童生徒の発達段階に応じた心身両
面の健康相談について理解し、対応す
る方法を身に付けている。

○保健室経営計画等を理解し、学校保
健活動のセンター的役割を果たす保健
室経営を推進する能力を身に付けてい
る。

○救急処置、健康診断、疾病予防など
の保健管理について理解し、的確に判
断し対応する能力を身に付けている。

○安全や教育効果に配慮した環境整備
の必要性を理解し、児童生徒の身の回
りの危険を察知したり回避したりでき
る適切な対処法を身に付けている。

○組織として取り組むことの必要性を
理解し、同僚と協働して物事を進める
ことのできる資質を身に付けている。

○保健組織の意義を理解し、保健主事
とともに教職員と連携して学校保健活
動を進める資質を身に付けている。

○家庭や地域社会と連携して進める教
育効果を理解し、協働して児童生徒を
育てようとする資質を身に付けてい
る。

児童生徒発達支援コース
　養護活動の理論と実践 ● ● ● ● ● ●
　健康教育実践の開発と省察 ● ● ● ● ● ●
　学校危機管理と運営体制 ● ● ● ● ●
　保健室経営と校内外組織の連携・協働 ● ● ● ● ● ●

指導力

広い視野を持ち，社会の変化に伴って生じる
現代的な課題に柔軟に対応できる力

愛知県教員育成指標【養護教諭】
マネジメント力

高度な専門性を有し，幅広い分野で指導性を
発揮することができる力

組織の一員として協働関係を構築し，地域社会等との
連携を円滑に進めるためのマネジメント力

理論と実践を往還させ，新たな学びを
デザインすることができる力


